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●
私
は
子
ど
も
達
に
男
女
の
区
別
な
く
接
し
て
き
た

だ
ろ
う
か
。
彼
ら
に
見
せ
て
き
た
夫
と
の
生
き
方
は

男
女
平
等
参
画
と
は
言
い
難
い
。
両
親
へ
の
遠
慮
と
い

う
隠
れ
蓑
も
脱
が
な
け
れ
ば
…
�

●
差
別
の
再
生
産
の
場
に
な
る
の
が
家
庭
。
よ
ほ
ど
の

意
識
が
な
い
と
、い
っ
た
ん
、染
み
付
い
た
も
の
は
、な

か
な
か
拭
い
去
れ
な
い
。口
先
だ
け
で
は
な
く
、実
質

的
に
な
く
し
て
い
き
た
い
け
ど
。
�

●
経
済
成
長
を
必
死
で
支
え
て
き
た
。
し
か
し
企
業
年

金
は
目
減
り
し
て
老
後
は
不
安
。
も
し
私
が
夫
な
ら
、

こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
と
、せ
め
て
家
族
の
い
た

わ
り
を
一
身
に
と
思
う
か
も
。
�

●
次
男
の
車
に
同
乗
し
た
折
、車
と
道
路
に
つ
い
て
聞

く
と
「
俺
、車
も
道
路
も
詳
し
く
な
い
か
ら
」
と
。
私

の
「
だ
っ
て
男
で
し
ょ
う
！
」
に
、「
出
ま
し
た
！
　
い

き
な
り
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
す
か
」
�

●
男
女
平
等
へ
の
道
に
逆
風
が
吹
い
て
い
る
。
�

　
自
覚
的
に
社
会
を
見
る
こ
と
が
大
事
。
�

　
社
会
慣
習
や
政
治
家
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
に
く
じ

け
そ
う
で
も
あ
る
が
奮
起
。
�
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市
川
敏
子
）����

（
古
賀
節
子
）����

（
齋
藤
三
枝
子
）����

（
早
乙
女
と
み
え
）����

（
新
宮
洋
子
）�
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「アリーテ姫の冒険」�
ダイアナ・コールス作／ロス・アスクィス絵�
グレープ　ウィメンズ・ブレイス訳／�
学陽書房発行／980円�
�

　昔話のヒロインは、

いつも王子様を待っ

ていて、きれいだが

知的ではないのが普通。

でも、このアリ－テ

姫は、本が好きで賢

くて冒険が好き、積

極的で自分の意見を

はっきり言う女性。

結婚を急ぐ父親の意思で、魔法使いと結婚

することになったアリ－テ姫は…。�

�

「お姫様とジェンダー」�
若桑みどり著／筑摩書房発行／680円�
�

　女性は幼い頃、白雪

姫や眠り姫などを夢中

で読みながら、王子様

の出現を待つ。やがて、

自分はお姫様ではなく

王子もいないと知った

とき、どうするか…。�

　本書は知らず知らず

に思いこまされていた

「女らしさ」「男らし

さ」の呪縛から自由になる「ジェンダー学」

の入門書である。お馴染みの童話を切り口に

して解りやすいのがうれしい。�

�

「おんなと日本語」�
れいのるず＝秋葉かつえ編／有信堂発行／2781円�
�

　10年前に書かれた、�

言葉は思考をつくる

というこの本は、今

も私たちが日々意識

し変革を求め続けな

ければならないことが、

いっぱい詰まっている。

辞書の中にも男女差

別的言語が使われ、

影響を与え続けている。批判、運動により

是正されるものもあるが、私たちの周りには、

意識しなければ、次世代へ伝えてしまう言

葉が溢れていることを学べる。�

＊西東京市内の図書館にありますのでご覧ください。�

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
成
立
に
よ
り
、
女
性
の
地
位
向
上
問
題
は
、
男
性
と
と
も
に
進
め

る
男
女
平
等
参
画
推
進
施
策
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
人
々
の
意
識
は
早
急
に
は
変
え
が
た
く
、
男
女

の
能
力
や
役
割
に
対
す
る
固
定
的
考
え
に
は
根
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
真
の
男
女
平
等
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
固
定
概
念
を
払
拭
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実
現

で
き
る
、
「
創
造
性
の
育
つ
ま
ち
づ
く
り
」
（
注
１
）
が
重
要
で
す
。
�

　
西
東
京
市
で
は
現
在
、
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会
に
よ
り
男
女
平
等
参
画
推
進
の
プ
ラ
ン
づ
く

り
が
進
ん
で
い
ま
す
。
女
性
セ
ン
タ
ー
検
討
小
委
員
会
は
、
推
進
委
員
会
に
女
性
セ
ン
タ
ー
構
想
を

提
言
す
る
た
め
審
議
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
建
設
へ
の
思
い
は
上
の
「
こ
ん
な
女
性
セ

ン
タ
ー
に
し
た
い
」
に
綴
っ
た
と
お
り
で
す
。
そ
こ
に
は
、
検
討
小
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
願
い
が
あ

つ
く
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
め
ざ
す
も
の
は
、
老
若
男
女
市
民
誰
も
が
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
男
女
が
対
等
な
立
場
で
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
画
し
責
任
を
分
か
ち
合

う
男
女
平
等
参
画
社
会
で
す
。
�

　
し
か
し
な
が
ら
、
女
性
に
と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
不
自
由
か
つ
生
き
に
く
い
の
は
事
実
の
よ
う
で
、

市
民
の
多
く
も
、
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
（
注
２
）
。
そ
こ
で
女
性
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ま
だ
ま
だ
解
決
さ
れ
な
い
女
性
に
関
わ
る
問
題
を
支
援
す
る
と
と
も
に
男
女
平
等
に
対

す
る
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

　
男
尊
女
尊
時
代
の
オ
ア
シ
ス
（
拠
点
）
で
あ
る
女
性
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
理
念
↓
目

的
↓
機
能
↓
事
業
展
開
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
管
理
や
施
設
設
備
・
環
境
に
い
た
る
ま
で

を
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
提
案
す
る
つ
も
り
で
す
。
十
月
末
の
提
出
に
向
け
、
委
員
七
人
の
奮
闘

は
続
き
ま
す
。
�

�（
注
１
）
「
西
東
京
市
基
本
構
想
・
基
本
計
画
案
　
中
間
の
ま
と
め
」
よ
り
　
�

（
注
２
）
「
男
女
平
等
参
画
に
関
す
る
西
東
京
市
民
意
識
・
実
態
調
査
報
告
書
」
平
成
一
五
年
三
月
よ
り
�

人種、国籍、年齢、障害等にかかわらず、女性たちが、�

ここにくれば、自分を解放し、自己をみつめることができる。�

ここにくれば、いろんな人に会え、結びつきがうまれる。�

ここにくれば、悩みを語り、共有し、解決に導ける。�

ここにくれば、ともに学び、考え、行動することができる。�

そして、�

ここにくれば、女性のこと、男性のことがわかる。�

ここにくれば、老いも若きもすべての男女が元気になれる場にしたい。�

加えて、�

西東京市民男女すべての安全と幸福の実現に寄与するとともに、�

世界の平和につながることを願っています。�

男
尊
女
尊
時
代
の
オ
ア
シ
ス（
拠
点
）づ
く
り
�

何
気
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
平
凡
な
日
々
、あ
な
た
は
自
分
ら
し
い
人
生
を
生
き
て
い
ま
す
か
。�

〔委員〕�

川原嘉寿、久保木正子�

バーバラ・イエツ�

橋本三鈴、浜松明里�

藤田良子、渡辺美恵�

女性センター検討小委員会中間報告�女性センター検討小委員会中間報告�

●
エ
ガ
ー
ル（
e
g
a
l）と
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
平
等
な
、
対
等
な
と
い
う
意
味
で
す
。
　
　
　
　
　
　
（
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
）
自
分
と
つ
な
が
る
、
家
族
や
社
会
と
の
、
目
に
見
え
な
い
け
れ
ど
確
か
に
そ
こ
に
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。
�


